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1 組織の概要
1-1　事業及び設備概要

事業所名 有限会社　伸和

代表者名 代表取締役社長　石井　克明

所在地

本社(登記上）：愛知県名古屋市中川区荒子町字塔堂屋敷11番地

TEL　052-361-5848

東郷事務所・駐車場：愛知県愛知郡東郷町大字春木字上川原4801-5

TEL　0561-38-6350　　　　　　e-mail:  shinwa-ishii@ac.auone-net.jp

設　立 1998/12/1

資本金 500万円 従業員数 14名

６ｔキャブオーバ 1

２ｔキャブオーバ

売上高 17000万円(2019年12月1日～2020年11月30日）

事業内容

主要取引先 日成ビルド工業(株)、(株)内藤ハウス 他

産業廃棄物収集運搬及び中間処理 

収集運搬量　4,063㎥　　     　　　　処分量　3568㎥（2020年4月～　3月）
　　　　　　　   1,257㎥　　　　　　　　　　　　　　1075㎥（2021年8月～11月）

４ｔコンテナ車 6

４ｔキャブオーバ 2

10ｔコンテナ車 1

1

事務局 石井由加里

　ショベルローダー 2

バックホー（0.25㎥） 1

環境管理責任者 石井克明

　２ｔリフト 1

主要な設備

機　名 台数

二軸式破砕機　　　　　破砕能力    4.224 Ｔ／8Ｈ(廃プラスチック類処理時） 1

1



１－２許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

金
属
く
ず

有 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

滋賀県 無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　　産業廃棄物処分許可の内容（中間処理）

許可区域

愛知県 2320060806

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

金
属
く
ず

○ ○ ○ ○ 〇

2

廃棄物の種類

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

積
替
保
管

愛知県 2310060806 令和3年3月22日 令和8年3月5日

岐阜県 2100060806 令和1年11月22日 令和6年11月21日

三重県 2400060806 令和3年6月18日 令和8年4月11日

静岡県 2201060806 令和3年6月26日 令和8年6月25日

長野県 2009060806 令和3年7月4日 令和8年7月3日

2501060806 平成29年2月23日 令和9年2月22日

広島県 3400060806 平成29年2月6日 令和9年2月5日

許可番号

許可年月日 許可有効年月日

事業の範囲 廃棄物の種類

中間処理

令和2年1月21日 令和6年9月21日 破砕



2 対象範囲

3

　2-1　対象範囲

レポート発行日 2022年4月20日

1-3　廃棄物の処理経路

認証登録範囲 全組織・全活動

対象期間 2021年8月～2022年3月(試行期間7ケ月間）

収集運搬

(有)伸和

排出事業者

最終処分

金属くず

（5.54ｔ/日）

紙くず

（4.62ｔ/日）

木くず

（2.14ｔ/日）

焼却処分
繊維くず

（12.52ｔ/日）

廃プラス
ティック類
(4.22ｔ/日）

工 場

展 開

再資源化

中間処理
（破砕）

外部委託

(有)伸和対象内



EA21-7

2021年8月1日

代表者　石井克明 従業員14名

（環境管理責任者兼務）

環境事務局　石井由加里

代表者

・人、設備、費用の準備

・環境活動レポートの承認

環境管理責任者

環境事務局

・環境関連資料の作成

・環境活動レポートの作成

・環境活動の実績集計

現場責任者 ・環境目標の推進

全従業員

2-2　環境管理実施体制（組織図）

・環境経営システムの構築、実施、管理

現場責任者　専務取締役　石井利明

全従業員

役割・責任・権限

・環境経営に関する統括責任

・環境管理責任を任命

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境目標、環境活動計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

4

・活動状況の把握と管理、環境事務局への報告

・環境方針などの理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境活動レポートの確認

・環境管理責任者の補佐

・環境目標、環境活動計画書原案の作成



3 環境経営方針

2

3

4

5

6

制定

有限会社　伸和

代表取締役　石井　克明

2021年8月1日

当社は、企業活動を通じて地球及び地域社会の環境保全に努めることの重要性を認識し全従業員

の英知を結集し、協調と協力により良き企業人として社会へ貢献することを目指し活動する

当社は、産業廃棄物収集運搬・処分業として、環境保全を重要課題の一つとして認識し、企業活

動によって生ずる環境負荷低減に向け以下の方針を制定し環境保全活動に取り組んで行きます。

1
事業活動によって生ずる環境影響を把握・評価し、環境保全の継続的改善を行うべく全社

を挙げて取り組みます。

環境に関する法律・規制・協定・その他の要求事項を遵守し、環境保全の向上に努めます。

社内環境教育を行い、全従業員の環境方針に対する理解と環境保全意識の向上に努めます。

基本理念

行動指針

地域社会の一員としての自覚を持ち、地域の環境保全に積極的に協力します。

環境方針は、外部からの要請に応じ公開します。

省エネ、省資源及び廃棄物発生量の削減に取り組みます

５



4 環境経営目標（中期目標含む） EA21-5

-3%

2020年度を基準に2021年8月から取組む。各年度は12月～11月とする。

取り組み項目 単位

基準年度
2020年（８月～
2021年3月）7ヶ

月

2021年度目標
（8月～2022年

3月）7ヶ月

2022年度目標
12ヶ月

2023年度目標
12ヶ月

削減率(基準比） ％ ━ －1% -2%

8.210

二酸化炭素排出量の削減

CO2総排出量 ㎏-CO2 93,808 92,870 140,954 139,516

対売上比・原単位 CO2/百万円 9.46 9.370 8.290

廃棄物分別提案

8943.00

電気使用量　（動力） kWh 12,440.00 12316.00 17481.00 17303.00

　電気使用量　（電力） kWh 6,210 6148.00 9036.00

44,719

ガソリン使用量 ℓ 3,895 3,856 5,644 5,586

軽油使用料 ℓ 29,778 29,480 45,180

目標：提案の実行 可能な範囲で実行

水使用量の削減

水使用量 m3 88 87 148 146

社会貢献

工場周辺清掃奉仕活動 可能な範囲で実行

＊電力の排出係数は2019年度中部電力の調整後係数　0.426kgCO2/kWhとした。

 ６



5 環境経営計画

・ 冷暖房機器使用時間、空調温度適正化

・ 不要照明のスイッチオフ

・ 昼休みの消灯

・ 未使用・非稼働設備の電源オフ

・ 省エネ機器への入れ替え

・ アイドリングストップ

・ 急加速の抑制

・ 冷房の控えめ使用

・ 省エネタイプの車両への入れ替え

・ 排出事業者に廃棄物分別徹底の依頼

・ リサイクル先の開拓

・ 選別の徹底

・ 手洗い水量の改善（ムダの排除）

・

社会貢献

地域貢献を常に意識し定期的な地域貢献活動に取り組む。地域の清掃活動を実施・

EA21-6

取組項目

節水シールによる意識向上

取組内容と計画

電力による二酸化炭素排出量の削減

「ムダをなくす」ことを基本に取り組む。6か月ごとに電力使用量の

実績値を前年度と比較し評価する。管理責任者はその結果を踏まえ従

業員に取組の再確認と徹底を促す。

自動車燃料等による二酸化炭素排出量の削減

6か月ごとに燃料使用量の実績値を前年度と比較し評価する。管理責

任者はその結果を踏まえ従業員に取組の再確認と徹底を促す。

受託産業廃棄物のリサイクル率の向上

年1回廃棄物の実績値を前年度と比較し評価する。管理責任者はその

結果を踏まえ従業員に取組の再確認と徹底を促す。

節水

年1回水使用量の実績値を前年度と比較し評価する。管理責任者はそ

の結果を踏まえ従業員に取組の再確認と徹底を促す。

７



6 環境経営目標に対する実績値と評価

　＊目標値　実績÷目標（％）

　＊PRTR法に該当する化学物質の使用はありません

EA21-11-1

評価

削減率 ％ ━ －1% ％

取り組み項目 単位

基準年度
2020年

（８月～2021年3
月）

2021年度目標
（８月～2022年3

月）

実績
(2021年８月～2022

年3月）
目標比

二酸化炭素排出量の削減

CO2総排出量 ㎏-CO2 93,808 92,870 96992 104 ×

×

電気使用量　（動力） kWh 12,440 12316 10790 88 〇

対売上比・原単位 CO2/百万円 9.46 9.37 9.780 104

〇

ガソリン使用量 ℓ 3,895 3,856 3486 90 〇

　電気使用量　（電力） kWh 6,210 6148 5958 97

＊電力の排出係数は2019年度中部電力の調整後係数　0.426kgCO2/kWhとした。

90 〇

社会貢献

工場周辺清掃奉仕活動 可能な範囲で実行 3回 〇

水使用量 m3 88 87 78.0

可能な範囲で実行

水使用量の削減

軽油使用料 ℓ 29,778 29,480 31,693

廃棄物分別提案

目標：提案の実行 3回 〇

×108

８



評価　◎十分出来た　○ほぼ出来た　△不十分

・ 冷暖房機器使用時間、空調温度適正化 〇

・ 不要照明のスイッチオフ 〇

・ 昼休みの消灯 〇

・ 未使用・非稼働設備の電源オフ 〇

・ 省エネ機器への入れ替え △

・ アイドリングストップ 〇

・ 急加速の抑制 〇

・ 冷房の控えめ使用 △

・ 省エネタイプの車両への入れ替え 〇

・ 排出事業者に廃棄物分別徹底の依頼 〇

・ リサイクル先の開拓 〇

・ 選別の徹底 〇

EA21-11-2

目標値の見直し ４.環境目標参照：変更せず、次年度も継続する。

今年度の取組を継続する。
非稼働設備の電源OFFを徹底す
る。

「ムダをなくす」ことを基本に取り組む。6
か月ごとに電力使用量の実績値前年度
と比較し評価する。管理責任者はその結
果を踏まえ従業員に取組の再確認と徹
底を促す。

取組項目 評価 取組内容 次年度の計画

電力による二酸化炭素排出量の削減

6か月ごとに燃料使用量の実績値を前年
度と比較し評価する。管理責任者はその
結果を踏まえ従業員に取組の再確認と
徹底を促す。

目標値の見直し ４.環境目標参照：変更せず、次年度も継続する。

受託産業廃棄物のリサイクル率の向上

今年度の取組を継続する。産業廃
棄物は実績値を継続的に記録し、
3年程度の実績を踏まえ目標値の
見直しなども検討する。

年1回廃棄物の実績値を前年度と比較し
評価する。管理責任者はその結果を踏
まえ従業員に取組の再確認と徹底を促
す。

７　環境経営計画の結果と評価、並びに次年度の計画

9

・手洗い水量の適正化（ムダの排除）
・節水シールによる意識向上

〇 今年度の取組を継続する。

年1回水使用量の実績値を前年度と比較
し評価する。管理責任者はその結果を踏
まえ従業員に取組の再確認と徹底を促
す。

　社会貢献

・地域の清掃活動を実施 〇 今年度の取組を継続する。
地域貢献を常に意識し定期的な地域貢
献活動に取り組む。

節水

目標値の見直し ４.環境目標参照：変更せず、次年度も継続する。

自動車燃料等による二酸化炭素排出量の削減

今年度の取組を継続する。



8 環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

作成日：2021年8月1日　確認日：2021年12月1日

8-1 作成者　石井克明

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

〇

3 県条例7条 〇

〇

〇

〇

〇

6 ○

9 〇

10 〇

12 〇

EA21-4,12

№
関連法規制等

条項の内容
適合

状況法規制名 条項

環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果

廃棄物の処理及び

清掃に関する法律

(排出者）

第12条

第12条の２

産業廃棄物の処理

第12条の3 合産業廃棄物管理票（マニフェスト伝票）の交付

保管基準

第12条の3,6

4 　騒音規制法
第5条 規制基準の順守義務

事前届出及びその他の届出等/対象なし

規制基準の順守義務

第6、10条 事前届出及びその他の届出等/対象なし

廃棄物の適正な処理

の促進に関する条例
処分委託先の現地確認と記録の保存

使用済み自動車の処理に関する事項

7

家電リサイクル法

（特定家庭用機器再

商品化法）

第6条 事業者及び消費者の廃棄物抑制

廃棄物処理施設の維持管理の記録と利害関係書の求めに応じ閲覧させること。記録の３年間保管。

【環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

なお、過去3年間、関係当局よりの違反等の指摘及び訴訟はありませんでした。】

グリーン購入法 第5条 環境物品の購入

11
労働安全衛生法（安

衛法）

第65～66条 作業環境の測定、作業管理、健康診断等

第55～58条 危険物・有害物質に関する規則

８　ー　２ 違反、訴訟などの有無

第一種特定製品の管理者が使用時に取り組む事項・廃棄時の適正な処理

対

象

外

8

1 浄化槽法

第7条

第11条

フロン排出抑制法 第6条

2

第14条

産業廃棄物の処理及

び清掃に関する法律

(処理業）

第７条、

12条

第15条

自動車リサイクル法

（使用済み自動車の

再資源化等に関する

第8条、第

73条

5 　振動規制法
第5条

浄化槽設置後の外観検査・水質検査

定期検査（毎年1回の法定検査の実施）

〇

自動車Nox・PM法

（排ガス規制法）
第4条 事業活動に伴う自動車排出Nox・PMの排出抑制等

消防法 第13条 危険物の取り扱い（積替え保管・木くず）

〇

第6，10条

マニフェストの交付状況の報告

再委託お禁止。書面による承諾受けた場合は再委託可

廃棄物処理業者は帳簿への処理に関する記載

廃棄物処理業の管轄知事又は指定都市の長からの許可。許可の更新。有効期間は５年。

産業廃棄物の処理困難事態発生等で処理困難児は１０日以内に処理委託者に書面で通知する

１０



9 代表者による全体の評価と見直し・指示

　　　作成日：2022年4月1日　　　作成者　石井克明

環境管理統括者による取組項目別の評価とコメント

1 環境目標とその達成状況 2020年度を基準に取組む。

・ 未達成項目（　CO２総排出量、軽油使用量）

・ 設定に問題 有 ・ 無

2 環境活動計画の実施状況

・ 取組に問題 有 ・ 無

・ 次年度の取組
継

続

3 環境関連法規の見直し・遵守状況

・ 見直し 有 ・ 無

・ 遵守状況 良好

代表者による変更の必要性の判断・指示

総　　論

評価結果

1 環境経営システム 有効に機能している ・ 機能していない

2 環境への取組 ・ 一部適切ではない

変更判断・指示

1 環境方針の変更 有 ・ 無 2 環境目標の変更（2021年度以降の目標を今回設定）

3 活動計画の変更 有 ・ 無 4 実施体制の変更 有 ・ 無

5 環境経営システムの変更 有 ・ 無

コメント

継続的な改善に注力し、必要に応じ臨機応変に対応する。

EA21-14

・環境負荷削減活動の基本はPDCAをうまく回すことです。

　目標に対する実績値の達成度を確認し、次に向けての改善対応を確実に打てるよう取組を定着させたい。

・コロナ禍の影響もあり、不安定な時期が続きますが基本に立ち返り、ムダ、ムリ、ムラの削減を通じ生産性が

向上するよう個々の活動を見直し、レベルアップを図ってください。

CO２総非出量、軽油使用量は基準の2020年度に比べ約4％の増加であった。今後アイドリングストップやエコ

運転に注意したい。

適切

・試行期間の活動結果は、ほぼ満足する結果でした。対象期間が短いこともあり、今後の環境活動により課題

　抽出が必要です。まずはエコアクション２１環境活動について理解に努力してください。
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